
　　学校給食費について、1９ある県内自治体のうち４割が無償化を実
施している。本市においても無償化を実施する考えはないか。

   　金沢スタジアムの全体の事業
費はどの程度となるのか。

　　恒久的な財源が必要となるため、現時点では学校給食費無償化は考え
ていない。（市長）
国が具体的方策を検討するとしていることから、その動向を注視してい
く。なお、全国都市教員長協議会理事会において、複数の自治体から学校
給食費無償化をぜひ要望に加えてほしいとの意見が出されているため、意
見交換を行っていきたい。（教育長）

　　マイナ保険証では7400件余りの別人の紐づけミスや、医療機関で「無効」
と表示されるなど、石川県内でも様々なトラブルが起きている。健康保険証の
廃止は中止すべきだ。別人の情報で薬剤の誤投与など命の危険の心配がある点
などは、市長はどう認識しているか。

    この10月から、入院について18歳まで窓口
負担ゼロとなる。2021年本市の子ども生活実態
調査では、16-17歳の世帯は困窮層が多く生活
が苦しい実態が明らかになった。そして自立へ
の旅立ちのとき、貧困の連鎖をなくす大事なタ
イミング。あらたに16歳以上へ医療証を交付す
ることは大変意義がある。早急に外来でも18歳
まで窓口負担ゼロを求める。

 　マイナ保険証の誤登録によって市民の信頼を傷つける、場合によっては健康
を脅かす恐れがある、これは重大な事案であると思う。10割負担になる件も、
国において医療機関等と調整してできる限り混乱が生じないよう対応すると聞
いており、その動向を注視したい。（市長）

    順次拡大していくとい
うように考えている。財政
にも限りがあり、また恒久
的な財源も必要になる。議
員のご指摘はおっしゃる通
りのところはあるが、財政
に限りがあるところをご理
解いただきたい。（市長）

　　当初79億8千万円でしたが、急
激な資材高騰等ともない2億4千万
円増加し、82億2千万円となる予定
である。（都市整備局長）
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6月26日　森尾よしあき議員　一般質問
学校給食費無償化の実施について

広田みよ議員

森尾よしあき議員

6月27日　広田みよ議員　一般質問

従来の健康保険証の廃止は中止すべき！

子どもの医療費、　外来も窓口負担ゼロに！

金沢スタジアム建設事業費について

 財政に限りがあると言います
が、一方で新サッカー場建設
に120億円、数百億の歌劇座
建替えの検討や日銀の跡地に
も予算を使おうとしていま
す。市民のくらし・福祉を守
る予算配分こそ必要です！

議会質問の詳細は
ホームページから
見れます。

18
歳まで



お困りの時は

ご相談ください

    金沢子ども条例の基本理念には、
「子どもの人格を尊重し、子どもが社会
で保障されるべき権利を有していること
を認識する」と明記してある。子どもの
権利条約の4つの原則に照らした内容と
なっているため、改正は考えていない。
（市長）

　　物価高騰から市民生活を支えるため、ごみ袋の購入に対する支援や、ごみ袋
の支給も含め、家庭ごみ有料化の見直しを検討する必要があるのではないか。
    指定ごみ袋収集制度は、ごみの排出量に応じた費用を負担してもらってい
る。市民負担の公平性の観点から、全市民を対象に実施している。先行自治体に
比べ多くの負担軽減品目を設け、市民生活にできる限り配慮した
手数料であり、制度の見直しは考えていない。（市長）

    不登校支援において、安心して
学校を休めること、自分にあった学
びを選択することなど、子ども自身

の選択を尊重することが、子どもの権利を保障する観点からも重要と考え
る。金沢子ども条例は「大人の責務」の記載が多く、「子どもが様々な権
利を有する」その中身が不明瞭である。子どもの権利を主軸とした条例の
充実を求める。
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6月28日　山下あき議員　一般質問

家庭ごみ有料化は見直しを

子どもの権利を保障する不登校支援に
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賛否などの態度が分かれた議案等（議員別賛否一覧）


